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ABSTRUCT

The construction of 433MHz-7MeV-proton linac was started at 1986.

The machine was installed in a new building at Uj i campus of Kyoto 

University in 1988 and is under testing. It consists of 2MeV-RFQ linac 

and 7MeV-Alvarez DTL linac. The input energy, output energy, vane length 

and cavity inner diameter of the RFQ are 50KeV, 2MeV, 2195min and 170шт 

respectively. The cavity length, inner diameter, drift tube diameter, 

bore radius are 1868тш, 45Ішш, 55шш, and 5шш respectively. The focus ing 

element of the DTL linac is NdB iron permanent Q magnet. The average 

accelerating field is 4MeV/m in DTL.

京 大 7 M  e V 陽 子 リ ニ ア ッ ク

は じ め に
京 大 化 研 で は 1 9  8 6 年 よ り 、 7 М e V 陽 子 線 形 加 速 器 の 建 設 を 始 め 、 1

験 棟 を つ く り 、 現 在 こ の  
ッ ク は 表 1 の 通 り で あ る 。 
ム 鉄 ボ ロ ン 杀 の 永 久 磁 石  
3 M H  z と い う 従 来 の 2 

用 い て い る こ と で あ る 。
子 直 線 加 速 器 を に ら ん で 、 
の コ ス ト パ フ オ ー マ ン ス  
3 で あ る 。 奇 数 分 の 一 で

9 8 8 年 に 宇 治 キ ャ ン パ ス に 新 し く イ オ ン 線 形 加 速 器 実  
実 験 棟 に 加 速 器 を 備 え 付 け 、 試 運 転 中 で あ る 。 主 な ス ぺ  
特 徴 は 4 ベ ー ン の R F Q 及 び 、 集 束 四 董 極 磁 石 { こ ネ オ ジ  
を 用 い た ア ル バ レ の 二 種 類 の 加 速 管 を い ず れ も 4 3 3 • 

倍 の 周 波 数 で 運 転 し 、 R F 源 と し て 、 ク ラ イ ス ト ロ ン を  
4 3 3. 3 Mil z と い う 周 波 数 は 将 来 の 高 エ ネ ル ギ ー 陽
コ ス 卜 的 に 大 き な 部 分 を 占 め る .1 2  0 M e  V 以 上 の 部 分  
を 上 げ る 組 合 せ に 望 ま し い 周 波 数 1 3  О О M  H z の 1 /  

あ る の は 、 正 負 同 時 加 速 を 考 慮 し て い る た め で あ る 。
一 方 、 新 実 験 棟 は 、 延 べ 2 6 5 0 т2で そ の う ち 1 

シ 一 ル ド さ れ た 粒 子 線 の 発 生 す る 実 験 室 の 広 ざ は 、 約 6 

体 が 小 型 化 さ れ た た め 、 あ る 程 度 将 来 の 加 速 器 の 試 作 開  
つ 建 物 と な っ て い る 。 （図 1 • )

т厚 の コ ン ク リ ー ト 壁 で  
О 0 т2で あ る 。 加 速 器 本  
発 の た め の ス ペ ー ス を 持

— 35 —



卜 Y U 1LJ—U U  ] I—ГП-, ■鳳_■ I

20 19 1 118

1 エン卜ランスホ ー ル  

2 ラィ卜コ ー 卜 
3 事務室 
4 砲接室 
5 光学実験室 
6 準備室 
7 M W C ,  W W C  

8 開発室
9 コン卜□ _ル室 

1 0 計算機室 
1 1 制御電源室 

1 2 工作室 
1 3 イ7Гン源室

1 4 粒子線発生室 
1 5 クライス卜□ン室 
16 / \□ンボンべ室 
1 7 冷却ポンプ室 
1 8 大型電源室 
1 9 電気室
2 0 機瓶室 
2 1 消火ポンプ室
22 RI会理室
23 RI污染検査室
24 R I測定室
25 RI貯國室
26 RI廃棄物保管室

0 _ 5____  1C 15ГГ

図 1 イオン線形加速器実験棟1階平面図

オ ン 源
マ ル チ カ ス プ フ ィ ー ル ド タ イ プ H  + 5 О К e V

加 速 構 造 加 速 周 波 数 4 3 3. 3 М II z

4 ベ ー ン R F Q ア ル バ レ 形 D T L

出 口 ェ ネ ル ギ 一 2 М0 Y 出 Рエ ネ ル ギ 一 7 М e

ベ ー ン 長 2 1 9 5 m m 空 洞 長 1 8 6 8 m m

夕 ン ク 内 径 1 7 0 m m 夕 ン ク 内 直 径 4 5 1 m m

特 性 半 径 3 m m КУフ ト チ ュ ー ブ 直 径 5 5 m m

最 小 ボ ア 凇 径 2 m m ボ ア 半 径 5 m m

ベ ー ン 間 電 圧 8 0 кY 集 束 N d В鉄 永 久 磁 石

表 1 主 な ス ぺ ッ ク
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2 . 加 速 器 シ ス テ ム
イ オ ン 源 は マ ル チ 力  

ム を 発 生 さ せ る 。 こ の 後 、
て、*合 流 磁 石 に 入 り 、 4 5 

イ ド コ イ ル に よ り 、 集 束 さ  
の で 、 将 来 は 、 
る。
Q は 4 ベ ー ン タ  
W ビ ー ク の ク ラ  
一 テ ィ 約 1 • 3

ロ ン に よ り 発 生  
換 器 を 経 て 、 ル 
で 、 そ れ を 参 照  
Q を で た 直 後 の  
D T L と の マ ツ  

取 り 付 け 、 その 
I」へ 入 る о

よ び Н - な 
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ス ブ フ イ 一 ル К夕 イ ブ で 、 5 0 КеV の Н +イ オ ン ビ -

低 X ネ ル ギ 一 ビ 一 ム Ьラ ンス ポ 一 卜 ( L Е ВТ) を経
度 曲 げ ら れ て 、 再 び 等 距 離 の L ЕВТを 通 り 、 ソ レノ
せ ら れて R F Q に 至 るо 加 速 で き る イ 才 ン 種 は Н+ お
負 イ 才 ン 源 を 増 設 し て4 正負 イ 才 ン の 同 時 加 速 を 行 な
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4 3 3 • 3 МНz で運 転さ れ る。 R F は
L 1 t t оп L 一 5 7 7 3 によ 0 供 給
7 0 M S ч 繰 り 返 し 1 8 0 H z であ るО

R ~ 2 1 0 0 の 導 波 管 に よ 0 本 体 室 に 入

D тL のド リ フ Ьチ ュ ブ は そ
0 付 け台 の о えに 固 定さ れ て い る0 チ
о ち 2 本 は 固 定 で あ る0 R F は R F Q

を 経 て 幅 5 с in の ス П、ソ 卜に よ 0 4

П一 一 /

イ ン グ を 考 慮 し て、 才 一 一 力
るо ス а 、ツ トの 長 さ L ( 直 線 距 離 ） と

れ に <к る と だい た い Q с= к • L - 7

加 速 管 へ 供 給 さ れ る 。 R F Q に つ い て は 別

縦 、 横 と も 、 か な り 発 散 す る 性 質 を 持 つ の  
素 （Р М Q )

後 、 も う 4 個

で 下 か ら 支 え

о V  S W  

1 • 5 程

た め の 、 集 束 要
ヤ 一 を 置 くо そ の

れ ぞ れ 単 ス テ ム
Л.一 ナ 一 は 直径 1

と 同 じ く ク ライ ス
真 上 よ 0 結 合 し て
ブ V ン グ に し て あ
Q с (結 合 Q ) の

允 R F Q 直
の РМQ を

て あ 0 4 取
で 5 本 有 り、
し、 導 波 管
R は ビ 一 ム
度 に し て あ
2 に 示 す 。

ズ プ  
あろ

の カ ー ブ に 載 る よ う で あ る 。 
の 結 果 を 図 3 に 示 す 。 中 央 で 山 が あ る の は 、 力 プ リ ン グ ス n ッ

ま た 、 ビー
ト の 影 響 で
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図 2 ス ロ ッ ト の 長 さ と 結 合 Q 図 3 D T L で の ビ 一 ズ プ ル 縦 軸 は △ f 

左 端 は 1 k H z の リ フ ア レ ン ス
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